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んと仮屋ナオトさんの弾き語りや
クラウンペそらさんの大道芸、ア
クセサリー販売、中学生の絵の展
示などを楽しんだ。
中央公民館では11月にオープ
ンしたこまえみらいテラスを若
者にもっと利用してもらおうと
ティーンズルームを設置。利用方
法などを検討する「サクセンカイ
ギ」を昨年７月から開いている。
高校生の井下斗和さんらメンバー

の有志約10人が「様々な人がの
んびりと集え、話をしたり音楽が
聴けるイベントを屋外で催した
い」と企画、出演交渉やちらし作
りなどを行い、開催にこぎつけた。

男女共同参画推進フォーラム
大切なコミュニケーション

江市男女共同参画推進フォーラム
「やっぱり、もっとコミュニケー
ション～相手も自分も大切にする
コミュニケーション～」と題して
コミュニケーション講師・心理セ
ラピストの吉井奈々さんの講演会
が開催され、市内に加え沖縄など
から約80人が参加した。
男性として生まれ、性別適合手
術を受けて女性になった吉井さん

は、少年時
代の体験を
きっかけに
心 理 療 法
を学び、現在は過去の経験などを
元に企業や学校などで講演活動を
行っている。この日は「自信がな
い」「嫌われるのが恐い」などの悩
みを挙げ、「職場や家庭以外の第三
の居場所を探し理解者を見つけよ
う」などと心を守るための対応や、
「入浴時に『よくがんばったね』と

人「、案提とどな」るけ掛を声に分自
は幸せな大人に憧れる。子どもの
前で幸せそうに生きる大人の姿を
見せましょう」と呼びかけた。

議場結婚式に祭りムード
カップルが法被姿で愛を誓う
狛江市議会の議場で２月11日

挙式したのは稲葉恭輔さん
（36）、琴恵さん（35）で、花やレー
スで飾られた議場には松原俊雄市
長と三角武久市議会議長、友人ら
約25人が参列。能楽師中村昌弘
さんが「高砂」を披露、コーラス
グループのザ・メリー・コーラス
が「アメージンググレース」など
を歌い、式を盛り上げた。２人は
松原市長が立会人となり結婚誓約
書に署名。市長と議長は「明るく
楽しい家庭を築き、狛江市に住み
続けてください」などと祝辞を述
べた。議場結婚式は令和２年から
６回目で８組が式を挙げた。
みこしを担ぐのが趣味の二人は
祭りで着る法被姿で、12
月に生まれた長女のまつ
りちゃんも法被を着て参
加したほか、みこし仲間
も法被を着てかけつける

など、議場は祭ムードに包まれた。
稲葉さん夫妻は「特別な場所で
式を挙げるという一生の思い出を
狛江で作ってもらいうれしいで
す」と笑顔で話していた。

狛江三中の銀杏募金
盲導犬協会へ約21万円
狛江第三中学校（岩瀬敏郎
校長）が銀杏募金で集まった

導犬協会へ寄付した。この日の
生徒集会で行われた贈呈式では、
地域貢献委員の生徒から公益財
団法人日本盲導犬協会東京事務
所渉外部マネージャー松尾篤さ
んに目録が手渡された。
同校では平成３年の雲仙普賢
岳噴火の被災地救援をきっかけ
に募金活動を始め、毎年、校内
にある10本のイチョウの実から
銀杏を加工して袋詰めする作業
を全校で行い、その銀杏を返礼
品にして募金活動を続けている。

加工作業を行い、約400袋を用

駅近くのぽかぽか広場でのイル
ミネーション点灯式会場で募金
活動を行った。募金の贈り先は
生徒が毎年決めており、今回は
盲導犬協会に決めた。
松尾さんは「盲導犬育成を寄付
先に選んでいただき感謝していま
す。小中学校からの寄付もありま
すが、このような形での募金は珍
しく、大切に活用させていただき
ます」と喜んでいた。

フードバンクへ米など137kg
社会福祉法人連絡会が寄贈
保育園や障がい福祉サービス施
設など8つの社会福祉法人でつく
る狛江市社会福祉法人連絡会（代
表・富永浩正狛江保育園長）が1

フードバンク狛江（田中妙幸理事
長）にインスタントやレトルト食
品、菓子、乾麺、缶詰、米など合
わせて137kgを贈った。

人が利用者や関係者、職員などに
呼び掛けて集めたもの。同会では
令和3年から毎年この時期に寄贈
しており、今回で５回目。
田中理事長は「フードバンクへ
の食品寄贈は回復傾向ですが、物
価高で米や菓子へのニーズは切実
です。皆さんの温かい善意があり
がたい」と感謝していた。

ライブや大道芸楽しむ
中高生が手作りイベント
中央公民館のティーンズルーム
を利用している中・高校生が１月

場でイベント「昼鳴り」を初めて
開催。親子連れなど約150人がシ
ンガーソングライター井上杜和さ

誓約書を掲げる稲葉さん夫妻

狛江駅前で募金活動をする生徒たち

フードバンクに贈られた食品

講演する吉井さん

ライブを楽しむ家族たち

28日にサヘル・ローズさんが講演
国際ソロプチミスト東京－狛江が「サヘル・ローズ　チャリ

ティートークショー『誰もが自分らしく生きる

エコルマホールで催す。

して企画したもので、当日はイラン出身の俳優
でタレントのサヘル・ローズさんが自身の体験
などを講演する。定員700人（先着順）。入場料
は1,000円（全席自由）でエコルマホール事務

所などで取り扱っている。収益は困難な状況にある女性の生活
の安定や向上、女子少年院や養護施設に入所している女子中高
生の教育支援などに充てられる。
同会は平成７年に発足、女性や女児の生活向上を目的に、地
域の市民活動への参加、公開講座や講演会の開催など様々な奉
仕活動を展開している。
問い合わせ☎090-5829-8069前川さん。

サヘル・ローズさん

atelierKは、来店客が笑顔で帰ることをモットー
に顧客とのコミュニケーションを大切にしているアッ
トホームな美容室で、若い男性客にも人気だ。現在で
は少なくなった本格的な日本髪のセットが得意で、毎
年、「二十歳を祝う会」に参加するため、日本髪を結
う若い女性が多く訪れており、来年以降の予約も入っ
ているという。
同店ではカウンセリングを大切にしており、セット
したい髪型や長さなどの希望だけでなく、初めての客
には家庭での髪の手入れ方法などを聴いて記録すると

ともに、髪質に合わせて普段の手入れに即し
た仕上がりになるように心がけているのが特
徴だ。店には美容室では珍しい洗髪台がつい
たセット台が３台あり、シャンプーの時、移
動しなくて良いので好評だ。

同店は昭和55年に志田千恵子さんが創業、現在店
長を務めている娘の優香さんと切り盛りしている。創
業者の志田さんは山形県出身で、子どもの頃からメイ
クに関心があったため美容師の道に進み、資格取得後
は郷里で働いた。20歳を過ぎた頃に上京、都心の美
容室に就職した。千恵子さんはその後、千代田区の研
究所で日本髪の結い方や着付けを修得した。結婚後は
世田谷区の美容室勤めを経て、30代前半に現在の場
所にあった店舗付き住宅で昭和55年に開業。名前の
１字を取り「アトリエ恵」と名付けた。狛江通りの拡
幅で店を建て替えた時に現在の店名に変えた。
優香さんは、中学生の頃まで美容の仕事に就く気は
なかったが、高校生の頃に千恵子さんに誘われヘア
ショーなどに通ううち、美容の世界の華やかさや奥深
さに触れ、美容師を志すようになった。美容学校時代
は世田谷区の店で働いたが、実家のベテランスタッフ
が退職したため実家に戻り、３年前に店長を母から引
き継いだ。ヒップホップダンスやスノーボードが趣味
という優香さんは流行に敏感で、様々なイベント用の
セットを得意としている。
店には乳児から90代の高齢者までが訪れており、
3代続けて通っている客も多い。２人は「多くのお客
様に支えられ45年以上続いています。お客様の髪質
に合ったスタイルを見つけますので、ぜひ来店して」
と話している。

atelierK

☎3488-6859　和泉本町4-1-17、営業時間＝午
前9時～午後6時（パーマ受付4時・カット受付5時）、
毎週火曜日・第１・３水曜日休み

母娘で営むアットホームな美容室
本格的な日本髪のセットが得意

志田千恵子さん（左）と優香さん
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